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　福島県では、次の世代に継承して
いくことを目的として、東日本大震
災の体験、記録、（ホームビデオや携
帯電話に記録された映像など）、記憶、
教訓などを募集しています。
　ご協力いただける方は、下記の連
絡先宛てに電話、FAXまたはメール
でご連絡ください。ご提供いただく
情報については、改めて日時などに
ついてご相談、ご連絡の上、収集を
行います。
　なお体験、記憶、教訓などについ
ては、お話しいただいている状況を
映像として収録し、収集することに
なります。
■電話受け付け時間
　9:00～16:30（㊏㊐㊗年末年始を除
く。このほか、臨時休館あり）
問福島県歴史資料館
☎024ｰ524ｰ9290　FAX 024ｰ534ｰ9195
E- mail  offi  ce@history-archivs.fks.ed.jp

マルチメディア放送の試
験放送を行います

くらし

　地上テレビ放送のデジタル化に伴
い、利用可能となる周波数を用いた
携帯端末向けマルチメディア放送「モ
バキャス」が４月から開始されます。
　それに先立ち、試験電波が発信さ
れており、アナログテレビ放送と同
じ周波数を使用するため、アナログ
テレビ放送において受信障害が発生
する可能性があります。
　詳しくは、対策センターへお問い
合わせください。
問モバキャス受信障害対策センター
☎0120ｰ355ｰ411（フリーダイヤル）
■受付時間
　9:00～17:00（㊏㊐㊗を含む全日）
ホームページ
http://www.mmb-tvs.itec-web.jp/

暫定衛星放送受信の申し
込みはお済ですか？
-地上デジタル放送難視聴地区の方へ-

路線バスを
利用しましょう

消防水利の愛護にご協力
を

１月17日は「防災とボラ
ンティアの日」
‐防災とボランティア週間（１月15日～21日）‐

くらし くらし

消防

消防

　総務省では「地上デジタル放送が見
られない」「見られないチャンネルが
ある」などの世帯で、難視聴地区に登
録されている世帯への支援として、
地上デジタル放送を衛星放送で視聴
する対策を行っています。
　利用するためには、申し込みが必
要になりますので、お早めにお申し
込みください。
■申し込み期限　３月31日㊏
■申し込み先
　地デジ難視対策衛星放送受信センター
　☎024ｰ523ｰ0130
㊊～㊎　9:00～21:00
㊏㊐㊗　9:00～18:00
■受信可能放送局
　NHK（東京）・日本テレビ・TBS・
フジテレビ・テレビ朝日
■注意点
①対象地域を限定した放送です。
※ご自宅が対象地域（難視聴地区）に
なっているか確認したい場合は、
受信センターへお問い合わせくだ
さい。
※難視聴地区に登録したい場合は、
デジサポ福島（☎024ｰ505ｰ1010）へ
ご連絡ください。
②実施期間は2015年（平成27年）３月
31日までです。
③１世帯でテレビ３台まで利用でき
ます。
④BSデジタル放送を受信できない世
帯には、受信に必要な工事などを
支援します。
⑤地デジ難視対策衛星放送に必要な
最小限の設備整備を支援します。

　現在、町内では小野線、小野・石川線、
小野・猿内線、永田経由後川線の４系
統の路線バスが運行されています。
　当町の公共交通機関として路線バ
スと鉄道は大きな役割を担っていま
すが、年々、利用者が減少しています。
　公共交通機関は、高齢の方や学生
など、自動車を運転しない方の交通
手段として欠かせない存在ですが、
利用者が少なくなると、運行回数の
減少、さらには運行そのものが廃止
となる恐れもあります。
　町でも、公共交通機関を維持する
ためにさまざまな施策を実施してい
ますので、環境にも優しい公共交通
機関をご利用ください。

　「消火栓」や「防火水槽」などは消火
活動に欠かせないものです。次のこ
とにご協力をお願いします。
○消火栓などの周囲には駐車しない
でください。
○除雪に消火栓などが埋もれないよ
うに注意してください。
○自宅近くの消火栓などの除雪も併
せてお願いします。

問郡山市消防本部消防課
☎024ｰ923ｰ8173

　防災ボランティアとは、災害時に
目に見える活動だけでなく、日頃か
ら災害に対する備えや支援の仕方な
どを学ぶことも含まれます。
　いざという時に地域で助け合うこ
との大切さ、「共助」について家庭・
職場で考えましょう。
問郡山市消防本部消防課
☎024ｰ923ｰ8173

東日本大震災の体験、記
録、記憶、教訓などを募
集しています

募集


